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Summary : To consider ecological restoration in a riparian area， I studied dynamics of naturally regener 

ated trees with special reference to bark-stripping by sika deer (Cervus nippon) in Larix kaempferi 

plantations. Stem density was decreased in unthinned stand， while that was increased in thinned stand. 

In the unthinned stand， Abies homolepis， Syringα reticulαte and planted L. kαempferi were particularly 

decreased due to self-thinning and effects of shading. To consider maintaining the population of S. reticu

late， designated as vulnerable species in Yamanashi Prefecture， it might be necessary to improv巴th日light

condition and protect by bark-stripping by sika deer. Although the studied stands were not so serious 

damage by bark-stripping compared to other stands in Yamanashi， it should be monitored carefully and 

continuously to conserve riparian area and endangered species 

要旨:渓畔域の修復・再生を考えるために、渓畔域に造成されたカラマツ人工林の6年間の動態について明ら

かにし、近年顕著であるニホンジカによる樹木への摂食の影響を加味して、渓畔域の今後の推移について考察

した。 全体の立木密度は、未間伐林分では減少しているものの、間伐林分では増加していた。 未聞伐林分では、

ウラジロモミ、カラマツ、ハシドイの減少が顕著であり、間伐が行われていないことによる自己間引きゃ被陰

の影響と恩われた。 ハシドイは山梨県レッドデータブック絶滅危倶H類に指定されているが、ハシドイへの剥

皮は増加していたことから、ハシドイを残存した間伐を行い光環境を改善することや剥皮への保全対策が必要

となる司能性がある。 本調査地は、県内の他の地域に比較すれば剥皮の影響は甚大ではないが、渓畔域の修復・

再生と希少種の保全を考えて、注視していく必要がある。
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1 はじめに

渓畔域は、水域と陸域の境界にあることから特有の撹

乱体制と立地環境に基づく生態系を有している。 生態的

な持続的森林管理をすすめる上で、生息・生育する生物

や水質への施業の影響等については、関心が高く、修復・

再生の対象となる渓畔林も多い(渓畔林研究会， 1997， 

2001 ;神奈川県自然環境保全センター， 2007)。 それに

伴って、渓畔域における人工林の管理や影響に関する研

究も増加している(例えば、Boothroyd et aし2004; Q 

uinn et al.， 2004，川西ほか， 2008)。

構造と種組成であるのかを明らかにするために調査を行っ

た。 本報告では、その調査地を再計測することでその動

態について明らかにし、渓畔域の今後の推移について考

察した。 また、 ニホンジカによる樹木への摂食の影響が

近年顕著であるため(例えば、Akashi & N akashizuka， 

1999 ; Nagaike & Hayashi， 2003)、 これにも焦点をあ

てて解析した。

山梨県有林においても、第2次県有林管理計画では渓

畔林指定箇所を定め適切な保護管理を行うこととしてい

る。 長池ほか(2008a) は、渓畔域の修復・再生を考え

るために、渓畔域に造成された人工林がどのような林分

2 調 査方法

2. 1 調査地

調査地は、北杜市須玉町に位置する県有林中北事業区

のカラマツ人工林である。 長池ほか(2008a) で調査し

た調査区のうち、カラマツ人工林で近年間伐されていな

い林分(560林班はl小班、調査区 3 )、 間伐された林

分(561林班は 1小班、調査区5 )を対象とした。 前者

本研究は、山梨県森林総合研究所試験研究課題「ニホンジカ影響下における針葉樹人工林の針広混交林への転換技術の開発」によっ

て行われた。
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は昭和31年植栽 、 後者は昭和39年植栽であり、 2012

年現在でそれぞれ、 56年生 、 48年生である。

2.2 調査方法

調査区は、 常水が流れる小河川をほぼ中央に位置する

ように2005年に設定した。 調査区の大きさは50X50 m 

である。 調査区を10 m四方のグリッドに分 割し、 グリッ

ドごとに胸高直径3 cm 以上 の生立木 を対象にした毎木

調査を2005年秋および2012年春に行った。 また、調査

対象となった立木 について、 ニホンジカにより最も広く

剥皮されている部位 における、幹の全周に対する剥皮割

合を10%単位で記録した。

立木密度による調査期 間中(6 生育期) の加入率と死

亡率を以下のように求めた(Condit et al.， 1999 ; Miura 

et al.， 2001) : 

加入率 (%/year)=ln (Ne/Ns) /6 x 100， 

死亡率 (%/year)=ln (Nb/Ns) /6x 100， 

Ne は2012年の立木密度、Ns は2005-2012年の聞に生

存していた立木 の密度、Nb は2005年の立木密度である。

3 結果および考察

表1 に、調査区の立木密度、 平均胸高直径、 胸高断面

積合計の変化を示した。 調査区3 (カラマツ人工林未間

伐)では2005年の32種から2012年の31種へ、調査区

5 (カラマツ人工林間伐後)では16種から18種へそれ

ぞれ出現種数が変化していた。 調査区3では、 イボタヒョ

ウタンボク、 ハリギリが消失し、 ミズメが加わった。 調

査区5では、 オノエヤナギが消失し、 コシアブラ、 ヒナ

ウチワカエデ、 ミヤマアオダモが加入した。

全体の立木密度は、調査区3では減少していたものの、

調査区5では増加していた。 調査区3では、 ウラジロモ

ミ、 カラマツ、 ハシドイの減少が顕著であり、 それは間

伐が行われていないことによる自己間引きゃ被陰の影響

と思われた。 調査区5では、 植栽木であるカラマツに変

イヒはないものの、 アズキナシ、 コハウチワカエデ、 ミズ

ナラ、 ミヤマザクラなどが増加しており、 天然更新して

いた広葉樹が間伐後の成長を維持して加入していること

が示唆された。 立木密度の変化を反映して、調査区3で

は死亡率が加入率を上回り、調査区5では加入率が死亡

率を上回っていた (表2) 。 ハシドイは山梨県レッドデー

タブック絶滅危倶E類に指定されているが、 未間伐林分

では立木密度が減少し間伐林分では維持されていた。 こ

のことから、 ハシドイの存続を考える上では、 ハシドイ

を残存した間伐を行い光環境を改善することが必要であ

ろう。

表3 に、 剥皮されている立木数の変化を剥皮率ごとに

示した。 剥皮されている本数は、調査区3では16本か

ら32本 に、調査区5では6本から36本 に、 それぞれ増

加していた。 剥皮されていた種数も、調査区3では6種

から10種へ、調査区5では2種から9種へ、 それぞれ

増加していた。 幹の全周に対する剥皮率は、調査区5で

顕著 に増加しており、幹のより広い面積を剥皮されてい

る立木 が増加していた。 また、調査区5ではミズナラの

剥皮が増えており、 再生・修復を考える上での高木種で

あるため、 今後の注意が必要である。 さらに、 ハシドイ

への剥皮は、 2012年には増加していることから、 今後

は保全対策が必要 となる可能性がある。 本 調査地は、 県

内の他の地域に比較すれば剥皮の影響は甚大ではないが

(例えば、 長池ほか， 2008 b) 、渓畔域の修復・再生と希

少種 の保全を考えて、 注視していく必要 がある。
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表1 調査区の林分構造の変化

立木密度(!ha)

調査区3 調査区5
2005 2012 2005 2012 

平均胸高直径(cm)
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表2 調査区の立木密度の動態パラメータ

調査区3 調査区5

加入率(%/年)死亡率(%/年) 加入率(弛/年)死亡率(%/年)

アオダモ 11.55 0.00 

アカマツ 0.00 0.00 

アキグミ 0.00 5.31 

アズキナシ 0.00 2.23 6.76 0.00 

イタヤカエデ 6.76 0.00 

イボタヒョウタンボク
ウラジロモミ 0.21 1.82 0.00 6.76 

ウワミズザクラ 0.00 0.00 0.00 0.00 

オオイタヤメイゲツ 0.00 0.00 

オノエヤナギ 0.00 11.55 

カラマツ 0.00 0.66 0.00 0.10 

キハダ 0.00 0.00 

クロウメモドキ 0.00 0.00 

コシアブラ
コハウチワカエデ 6目76 0.00 16.86 0.00 

サワシバ 2.00 2.00 

シナノキ 0.00 3.04 。目00 0.00 

シラカン1\ 0.00 4.79 0.00 4.79 

ズミ 。目。。 0.00 

タカネザクラ 0.00 0.00 

ツノハシバミ
ツリバナ 0.00 6.76 

ナナカマド 0.00 0.00 

ニシキギ 。目。。 0.00 

ハウチワカエデ 。目00 。目00

1\シドイ 。目78 3.88 1.04 0.53 

パッコヤナギ 0.00 。目00

ハリギリ
ヒナウチワカエデ 0.00 0.00 

マユミ 0.00 6.76 5.31 10.48 

マンサク 0.00 11.55 

ミズナラ 2.23 0.00 23.10 11.55 

ミズメ
ミヤマアオダモ
ミヤマザクラ 1.39 2.04 5.31 。 。。

ヤエガワカンバ 0.00 0.00 0.00 0.00 

ヤマザクラ 0.00 0.00 11.55 0.00 

ヤマハンノキ 0.00 0.00 

全体 1.07 2.11 2.12 1.06 

-ーー一一ー
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